
I N F O R M A T I O N
　　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
ま
す
。模
擬
授
業
や
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
他
、第
１
回
は
学
生
に
よ

る
保
育
実
技
や
七
夕
コ
ン
サ
ー

ト
、第
２
回
は
入
試
対
策
コ
ー

ナ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
●

　

第
１
回　

６
月
26
日
土

　

第
２
回　

８
月
５
日
木

　

午
前
９
時
〜
午
後
12
時
30
分

※
コ
ン
サ
ー
ト
は
午
後
１
時
30
分

場
所
●
長
野
県
福
祉
大
学
校

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
福
祉
大
学
校

　

☎
5
7
‐
4
8
2
1

　

施
設
を
一
般
市
民
に
公
開
し
、

湖
に
生
息
す
る
生
物
の
展
示
、
湖

の
生
態
系
や
有
害
化
学
物
質
に
よ

る
汚
染
等
の
解
説
を
行
い
ま
す
。

日
時
●
７
月
３
日
土

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
●

信
州
大
学
山
地
水
環
境
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー

（
諏
訪
市
湖
岸
通
り
5
‐
2
‐
4
）

　

☎
5
2
‐
1
9
5
5

　　

人
事
院
で
は
、平
成
23
年
度
採

用
の
税
務
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
●
平
成
元
年
４
月
２

日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生

試
験
の
程
度
●

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

受
付
期
間
●

　

６
月
22
日
火
〜
29
日
火

試
験
日
●

第
１
次
試
験　

９
月
5
日
日　

第
2
次
試
験　

10
月
14
日
木
〜

21
日
木
ま
で
の
間
で
指
定
す
る
１

日
（
第
１
次
試
験
合
格
通
知
で
指

定
す
る
日
）

試
験
地
●

※
第
１
次
試
験　

人
事
院
各
地

方
事
務
局
が
示
し
た
試
験
地
で

あ
れ
ば
、受
験
者
の
希
望
す
る
全

国
の
試
験
地
で
受
験
可
能
で
す
。

※
第
2
次
試
験　

第
１
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
試
験
地

合
格
発
表
●

第
１
次
試
験　

10
月
７
日
木　

第
2
次
試
験　

11
月
11
日
木

採
用
日
●
平
成
23
年
４
月
１
日

問
い
合
わ
せ
先
●
関
東
信
越
国

税
局　

人
事
第
二
課　

試
験
係

　

☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

　

警
察
官
の
採
用
試
験
を
下
記

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
験
資
格
●

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、４
年
生
大
学
を
卒
業

し
た
方
を
除
き
ま
す
。

受
付
期
間
及
び
第
一
次
試
験
●

　

７
月
５
日
月
〜
８
月
６
日
金

　

試
験
日　

９
月
19
日
日

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

茅
野
警
察
署

　

☎
８
２
‐
０
１
１
０

　

今
年
も
戸
田
観
光
協
会
に
加
盟

す
る
宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
住
民

の
方
へ
、
宿
泊
代
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
施
設
●
静
岡
県
沼
津
市
戸
田

観
光
協
会
登
録
旅
館　

62
軒

対
象
期
間
●
７
月
〜
９
月
末

補
助
金
の
額
●

大
人
・
小
人   

１
泊
2
，0
0
0
円

未
就
学
児　

 

１
泊
１
，０
０
０
円

※
一
人
２
泊
を
限
度
と
し
ま
す
。

手
続
き
方
法
●
戸
田
観
光
協
会

（
☎
０
５
５
８
‐
９
４
‐
３
１
１
５
）

で
宿
泊
の
予
約
が
取
れ
ま
し
た
ら
、

利
用
日
の
７
日
前
ま
で
に
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、村
づ
く
り
戦
略
推

進
室
で
補
助
金
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

村
づ
く
り
戦
略
推
進
室
村
づ
く
り
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
２（
直
通
）　

募　

集

長
野
県
福
祉
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ベ
ン
ト

日 土金木水火月

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-4815］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、6/25

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日

■もみの湯［☎74-2911］
6/16、7/7

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

6月 7月

J u n e  t o  J u l y
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税
務
職
員（
Ⅲ
種
）募
集

信
州
大
学
山
地
水
環
境
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
一
般
公
開

信州大学山地水環境教育研究センターホームページアドレス
http://www.water.shinshu-u.ac.jp/

今
年
の
夏
は
戸
田
の
海
へ
！

警
察
官
採
用
試
験

警察署ホームページアドレス
http://www.police.pref.nagano.jp

７

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

６

　村では、村内に眠っている空き家を有効活用して都市住民との交流や、若者や団塊の世代等の定住を促進

し、地域の活性化を図るため、空き家情報を募集しています。

　村内で空き家となった一般住宅で、賃貸、売買可能な物件がありましたらお知らせください。

　お寄せいただいた情報は、村が窓口となり定住を希望されている方に情報を提供します。

　村では「原村に住みたい」「農業をしたい」「芸術活動をしたい」そんな気持ちに応えるよう、

長野県や住民と連携し『田舎暮らし』を推進しています！　〜村づくり戦略推進室　企画係〜

●空き家を提供していただける方は、次の内容を「村づくり係（７９−７９２２）」までご連絡ください。
　　①物件の所在地　　②物件の所有者（住所・氏名・電話番号）
　　③物件の管理者（住所・氏名・電話番号）　　　　　　　　　　
　物件の詳細については、情報提供後お尋ねします。まずは、お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　

空き家情報提供の流れ

空き家情報提供の仕組み

眠っている「空き家」を有効活用しませんか？

■利用上の注意

・村では情報の提供や連絡調整は行いますが、物件の仲介・あっせん・交渉・契約は行いませんので契約などについて

　は、当事者間で行っていただきます。

・トラブルを避けるため、交渉等にあたっては宅地建物取引業者の仲介をお勧めします。

　人口減少化社会の到来に対し、村の人口減少を防止し活性化を図るため、「移住・交流推進事業」を行っ

ています。県の「田舎暮らし楽園信州推進協議会」や村の「田舎暮らし案内人（ボランティア）」と連携して、

移住や滞在型観光の候補地としての原村の魅力を、首都圏を中心にＰＲし、また実際に移住された方が地域

に溶け込めるよう、就職・住居・田舎暮らしの楽しみ方などの情報提供を

行っています。

　昨年度は「原村への移住に関するパンフレットが欲しい」「原村の不動産

物件を紹介して欲しい」という問い合わせが約250件寄せられました。また

原村の風土や雰囲気、不動産物件などを紹介した「原村現地見学会」で

は、年４回開催し49名の参加がありました。今年度も６、８、11、２月の計４

回「原村現地見学会」を開催し、２日間に渡り、原村の魅力を紹介します。

　「田舎暮らし」を希望する多くの方は、単に
田舎に暮らしたい。という思い以外に、農業を
したい、原村で芸術活動をしたい、といった明
確な思いをお持ちの方が多くいます。そういっ
た点から、村内の空き家を活用していただくこ
とは「定住の促進」だけではなく「地域の活性
化」にもつながることが期待されます。
　知らない人に家を貸す（売る）というのは、
非常に勇気がいることだと思いますが、田舎暮
らしへの思いや、明確な目標を持った人が、ひ
とりでも多く原村に住んでいただけるよう、皆
さんのご協力をお願いします。

空き家の募集 情報の発信

物件の問い合わせ

空き家利用登録

利用の申し込み

申込み

現地調査

登　録

利用希望者の情報を連絡

原　

村

賃
借
・
購
入
希
望
者

空
き
家
所
有
者

当事者間で交渉・契約当事者間で交渉・契約



９ ８

　

○
７
／
９
金　

午
後
６
時
30
分

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
６
／
19
土　

○
６
／
26
土

　

○
７
／
３
土　

○
７
／
10
土

　

午
後
６
時

■
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

○
６
／
19
土　

午
前
８
時
10
分

■
教
育
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

○
６
／
22
火
、
23
水
、
24
木

　

午
後
７
時

　

○
会
場　

小
学
校
校
庭

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
６
／
26
土　

○
７
／
10
土

　

正
午
〜
午
後
５
時

■
利
用
者
会
議

　

○
７
／
９
金　

午
後
７
時
30
分

中
央
公
民
館 

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
8
1
5

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

③
６
／
21
月　

④
７
／
12
月

　

午
後
１
時
30
分
・
午
後
７
時
30
分

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ

　

③
６
／
23
水　

④
７
／
７
水　

　

午
前
10
時

■
大
人
の
社
会
科
見
学

　

○
６
／
25
金

■
デ
ジ
カ
メ
講
座
②

　

○
６
／
30
水　

午
前
９
時
30
分

■
ふ
れ
あ
い
学
級
④

　

○
７
／
８
木　

午
後
１
時
15
分

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
②

　

○
７
／
10
土　

午
前
９
時
30
分

な
ど
は
、非
常
に
危
険
で
す
。

　
「
危
な
い
な
」
と
思
っ
た
ら
避
難

す
る
と
と
も
に
、
原
村
役
場
又
は
、

原
消
防
署
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
７
９
‐
7
9
2
1
（
直
通
）

　

原
消
防
署

　

☎
７
９
‐
2
4
4
2
（
直
通
）

　　

国
道
1
5
2
号
茅
野
市
北
山

芹
ヶ
沢
の
渋
川
橋
は
、昭
和
11
年

に
架
設
さ
れ
た
橋
長
28
・
5
m
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
す
が
、建
設
か
ら

73
年
が
経
過
し
、大
型
車
の
通
行

な
ど
に
よ
り
老
朽
化
が
進
み
、主

桁
の
鉄
筋
の
一
部
が
露
出
す
る
な

ど
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。つ
き
ま
し

て
は
、通
行
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、平
成
22
年
４
月
24
日
よ
り

当
分
の
間
、車
両
総
重
量
8.0
ｔ
を

超
え
る
車
両
の
通
行
を
禁
止
す
る

重
量
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

規
制
対
象
車
両
の
迂
回
路
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。　

問
い
合
わ
せ
先
●
諏
訪
建
設
事
務

所　

整
備
課
計
画
調
査
係

維
持
管
理
課
維
持
係
・
管
理
係

　

☎
５
７
‐
２
９
３
５

　　

　

富
士
山
麓
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
全

国
か
ら
集
ま
る
日
本
人
青
少
年
と

外
国
人
青
少
年
が
活
動
・
生
活
を

共
に
し
、国
際
感
覚
を
身
に
付
け
、

言
葉
を
越
え
た
交
流
を
深
め
る
も

の
で
す
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
●（
４
泊
５
日
）

　

８
月
４
日
水 

〜
８
日
日

場
所
●
山
梨
県
立
本
栖
湖
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

定
員
●
小
学
４
年
〜
中
学
３
年

日
本
人
１
０
０
名　

外
国
人
30
名

申
込
締
切
●
７
月
７
日
水

問
い
合
わ
せ
先
●

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６
１

　

私
た
ち
み
ん
な
の
財
産
で
あ
る

電
波
の
良
好
な
利
用
環
境
を
守
る

た
め
、不
法
無
線
局
を
な
く
し
、電

波
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
●

※
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
及

び
違
法
な
無
線
整
備
の
情
報　

　

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
７
６

※
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の

受
信
障
害
に
つ
い
て

　

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
９
１

　

現
在
の
成
年
後
見
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
、平
成
22
年
４
月

で
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。成
年
後
見

制
度
と
は
、認
知
症
、知
的
障
害
、

精
神
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
物
事
を

判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
は
な
い

方（
ご
本
人
）に
つ
い
て
、家
庭
裁
判

所
が
、ご
本
人
の
権
利
や
利
益
を
守

る
成
年
後
見
人
等（
保
佐
人
、補
助

人
等
も
含
む
）を
選
ぶ
こ
と
で
、ご

本
人
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、詳
し

く
は
、お
近
く
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま

た
、申
立
て
を
行
う
た
め
の
手
続

や
書
類
等
に
つ
い
て
は
、裁
判
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、お
近
く
の
家
庭
裁
判
所
の
窓

口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●
長
野
地
方
裁
判

所
事
務
局　

総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
２
６
‐
４
０
３
‐
２
０
０
８

　

６
月
は
『
土
砂
災
害
防
止
月
間
』

で
す
。

　

土
石
流
や
が
け
崩
れ
、
地
す
べ

り
等
の
土
砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う

ち
に
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
を
奪

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

雨
が
降
り
続
く
と
き
、
強
い
雨

の
と
き
、
川
の
水
や
わ
き
水
が
急

に
変
化
し
た
り
、
濁
り
だ
し
た
と

き
、
土
地
に
亀
裂
が
入
っ
た
と
き

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
に
、
㈱
フ
ジ

ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ

Ａ
）
が
就
航
し
ま
す
。
福
岡
・
札
幌

（
新
千
歳
）へ
そ
れ
ぞ
れ
毎
日
１
往

復
し
ま
す
。
雄
大
な
自
然
の
北
海

道
札
幌
や
、
九
州
の
玄
関
口
福
岡
へ
、

そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か
90
分
で
す
。
ま

た
、
お
求
め
や
す
い
割
引
運
賃
制

度
も
設
定
し
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り

と
し
た
空
間
に
良
好
な
視
界
、
充

実
し
た
機
内
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
最

新
鋭
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
で
、
快
適

な
空
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
は
駐
車
場

が
無
料
で
す
。
ま
た
、
信
州
ま
つ

も
と
空
港
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
信
州
ま
つ
も
と
空
港
利
用
促

進
協
議
会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●
信
州
ま
つ
も
と

空
港
利
用
促
進
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
０
１
９

社
会
体
育
館

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

○
６
／
18
金　

午
後
７
時

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
６
／
25
金　

○
７
／
２
金　

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

心配ごと相談所　問☎79-7228
◇日時／７月４日（日） 午後１時30分～午後６時
◇場所／保健センター２階
◇担当／永田安一相談員、五味勇吉相談員

無料法律相談　問☎79-7927
◇日時／７月９日（金）午後１時～午後５時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／長野県弁護士会諏訪在住会会員の弁護士

国民年金出張相談会　問☎23-3661
◇日時／７月７日（水）
　　　　午前10時～午後３時30分
◇場所／富士見町役場
◇担当／岡谷年金事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
◇日時／第３火曜日・土曜日・日曜日・祝日以外
　　　　午前10時～午後６時
◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）
※消費生活巡回相談
◇日時／７月20日（火）午前10時～午後３時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／県消費生活センターおかや

税務相談所　問☎28-6666
◇日時／７月14日（水）午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

交通事故巡回相談　問予約☎57-2902
◇日時／７月８日（木）午前10時～午後３時
◇場所／諏訪地方事務所
◇担当／長野県交通事故相談所松本支所
　　　　の交通事故相談員

街角なんでも相談　
◇日時／第３土曜日　午前10時～午後３時
◇場所／ベルビア３階マリオローヤル会館
◇担当／行政書士：遺言・相続・農地など
　　　社労士：就業規則・労働・年金など
　　　問☎79-5425（行政書士）
　　　問☎24-2416（社労士）

お
知
ら
せ

子
ど
も
夢
基
金
助
成
事
業
第
31
回

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
参
加
者

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

募　

集

財団法人国際青少年研修協会ホームページアドレス
http://www.kskk.or.jp

信州まつもと空港利用促進協議会事務局ホームページアドレス
http://www.pref.nagano.jp/kikaku/koutuu/airport/airport.htm

成
年
後
見
制
度

裁判所ウェブサイト
http://www.courts.go.jp/

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

＝これからの催し物＝

★図書館のおたのしみ会

日時／７月７日（水）
　　  午後４時～
場所／原村図書館２階
内容／紙芝居、絵本の読み聞

かせ、ブックトーク、
折り紙制作

　　
★ボランティアグループ
「みちくさ」
　　　　　によるおはなし会

日時／７月17日（土）
　　　午前10時30分～
内容／紙しばい・工作

★友達をさそって、大勢
　　　お出かけください。

★７月４日（日）まで２階廊
下に古本が置いてあります
ので、ご自由にお持ちかえり
ください。

白と黒が出会うとき
新堂冬樹（河出書房新社）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

私の罪は、赦されるのだろう
か？聖地で出会った、ふたつの
星。私が愛したのは「悪魔」だ
った。病院内に蠢く乗っ取り屋
という悪魔･･･。医療業界の最大
のタブーに挑む、渾身の書き下
ろし長編。

もう二度と食べたくないあ
まいもの  井上荒野（祥伝社）
気がつかないふりをした。もう
愛していないこと。もう愛され
ていないこと。美しくも儚い恋
の終わりを描く全１０編を収録。
「切羽へ」で直木賞を受賞した
井上荒野の作品。

いとしい息子の興味深い表現や
発想を受けとめながら、言葉を
獲得していく幼子との発見に満
ちた日々･･･小学校入学までの４
年間の至福の時間を、やわらか
な感性と思考で綴る。

ちいさな言葉
俵万智（岩波書店）

絵本が目をさますとき
長谷川摂子（福音館書店）

長年、子どもと絵本を読みつづ
けてきた著者が、子どもへの思
い、絵本への思いをこめて綴る
絵本案内。「母の友」連載に加筆
修正し、書き下ろしを加えて単
行本化。

びんの悪魔
Ｒ・Ｌ・スティーブンソン作　よしだみどり訳（福音館書店）

児童図書

図書館からのお知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、6／25（金）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

どんなことでも叶えてくれる不
思議なびんを買ったケアウエ。
身内の死と引き換えに立派な家
を手に入れ、恐ろしくなった彼
は友人にすぐさまびんを売り渡
す。だが、おそろしい伝染病に
おかされていることがわかり･･･

ぼくのブック・ウーマン
ヘザー・ヘンソン文  デイビット・スモール絵  藤原宏之訳（さ・え・ら書房）

今から80年前のアメリカ。学校
に通えない不便な場所でくらし
ている子どもたちへ図書館の本
を運び続ける人たちがいた。実
在していた女性図書館員をモデ
ルにした物語。

国
道
１
５
２
号
線
茅
野
市
北
山
芹
ヶ
沢

渋
川
橋
の
交
通
制
限（
重
量
規
制
）

信
州
ま
つ
も
と
空
港
へ

Ｆ
Ｄ
Ａ
が
就
航
し
ま
す

重量制限

茅野（停）八子ヶ峰公園線
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第
１
２
０
回「
村
長
と
話
し
合

う
日
」を
行
い
ま
す
。希
望
者
は
総

務
課
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
６
月
22
日
火

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
７
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ
そ

事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合
の
つ

く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ

て
、
村
の
文
書
を
公
開
す
る
公
文

書
公
開
制
度
と
、
村
が
管
理
し
て

い
る
個
人
情
報
を
ご
本
人
に
開
示

す
る
個
人
情
報
保
護
制
度
。
こ
れ 

　　

今
年
度
か
ら
補
助
額
が
変
わ
り

ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳

以
上
の
方
。
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
た
日
の
属
す
る
年
度
に
お
い
て

原
村
で
実
施
す
る
ヘ
ル
ス
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
医
療
機
関
健
診
を

受
診
し
て
い
な
い
方
で
、
医
療
保

険
者
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
補
助
の
な

い
方
。

■
補
助
対
象
検
査
の
内
容

　

日
帰
り
ま
た
は
一
泊
二
日
の
健

診
で
、
病
院
で
定
め
た
基
準
検
査

項
目
。

■
補
助
額

　

自
己
負
担
額
（
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
組
合
等
か
ら
補
助
さ
れ

る
金
額
を
控
除
し
た
額
）
が
補
助

金
の
額
を
超
え
た
場
合

・
日
帰
り　

1
5
，
0
0
0
円

・
1
泊　
　

3
0
，
0
0
0
円

 

た
だ
し
、
平
成
22
年
3
月
31
日
ま

で
の
受
診
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど

お
り
人
間
ド
ッ
ク
の
標
準
的
費
用

の
7
割
を
限
度
。
年
1
回
限
り
。

■
補
助
金
申
請
及
び
請
求
方
法

　

印
鑑
、
領
収
書
、
健
康
保
険

証
、
振
込
希
望
口
座
番
号
、
人
間

ド
ッ
ク
結
果
を
持
参
の
上
、
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

ら
２
つ
の
制
度
の
平
成
21
年
度
の

運
用
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

■
公
文
書
公
開
制
度
／
公
開
請
求

は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度
／
開
示
請

求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

 

 

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
原
村

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条

例
に
よ
り
、
原
村
長
の
資
産
等
報

告
書
・
所
得
等
報
告
書
・
関
連
会

社
等
報
告
書
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
日
時
／
6
月
30
日
水
か
ら

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
場
所
／
原
村
役
場
２
階　

総
務
課

　

見
か
け
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

　

今
年
度
よ
り
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

■
対
象
者
／

　

接
種
時
に
お
い
て
、満
75
歳
以

上
の
方

　

満
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

で
、慢
性
呼
吸
器
疾
患
、慢
性
心
疾

患
、慢
性
腎
不
全
、糖
尿
病
な
ど
医

師
が
必
要
と
認
め
た
方

■
補
助
額
／
接
種
費
用
の
2
分
の

１
以
内
と
し
、3
，0
0
0
円
を
限

度
。1
人
に
つ
き
1
回
を
限
度
。

■
申
請
先
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物
／
領
収
書
、印
鑑
、振
込

口
座
番
号
の
控
え

　　　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
行
く
前
の

お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
保
護
者

の
仲
間
づ
く
り
の
場
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。（
担
当
者
が
子
育
て
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
）

■
６
月
の
日
程 

　

15
日
火
、
17
日
木
、
18
日
金
、

　

22
日
火
、
24
日
木
、
29
日
火

■
７
月
の
日
程

　

1
日
木
、
2
日
金
、
6
日
火
、

　

8
日
木
、
9
日
金
、
13
日
火
、

　

15
日
木

■
開
設
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場
／
図
書
館
２
階
会
議
室

※
お
楽
し
み
会
の
お
知
ら
せ

　

6
月
29
日
火　

保
育
所
保
育
士

に
よ
る
工
作

　

7
月
13
日
火　

図
書
館
職
員
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

※
5
月
〜
11
月
の
、
午
前
11
時
〜

正
午
ま
で
、
保
育
所
の
園
庭
で
遊

ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

園
庭
に
行
く
場
合
は
必
ず
、
子

育
て
サ
ロ
ン
に
て
受
付
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

村
長
と
話
し
合
う
日

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

問
総
務
課
総
務
係

　

☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

　

け
し
は
、春
か
ら
夏
に
か
け
て
、

色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ

ま
す
が
、麻
薬
の
原
料
と
な
る
た

め
、「
あ
へ
ん
法
」「
麻
薬
及
び
向
精

神
薬
取
締
法
」に
よ
り
、栽
培
や
所

持
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
種
類
が

あ
り
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い「
け
し
」の
特
徴

・
茎
は
太
く
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

草
丈
は
１
m
以
上
に
な
る
。

・
葉
や
茎
な
ど
の
外
観
は
、キ
ャ
ベ

ツ
の
葉
の
よ
う
な
白
味
を
帯
び
た

緑
色
を
し
て
い
る
。

・
葉
、茎
、つ
ぼ
み
の
表
面
に
は
、ほ

と
ん
ど
毛
が
な
い
。

・
葉
は
茎
を
巻
き
込
む
よ
う
に
つ

い
て
い
る
。

植
え
て
は
い
け
な
い

「
け
し
」
に
注
意
！

公
文
書
公
開
、
情
報

公
開
制
度
の
状
況

原
村
長
の
資
産
公
開

　

平
成
22
年
度
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
に
同
封
し
ま
し
た
「
平
成

22
年
度
の
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
」
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
中
、
３ 

家
屋
（
２
）

住
宅
の
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置 

ウ
「
住
宅
の
省
エ
ネ

改
修
を
行
っ
た
と
き
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
『
翌
年
度
分
の
固
定
資

産
税
額
が
２
分
の
１
に
減
額
』
と

あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
、『
翌
年

度
分
の
固
定
資
産
税
額
を
３
分
の

１
減
額
』
と
な
り
ま
す
。

　　 

子
育
て
サ
ロ
ン

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

 

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金

問
総
務
課
総
務
係

　

☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

問
村
づ
く
り
戦
略
推
進
室
企
画
係

　

☎
79
‐
７
9
4
2
（
直
通
）

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

お
詫
び
と
訂
正

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
補
助

むらのかかりつけ医のコーナーは掲載おやすみ中。

問
・
■
■
■
諏
訪
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
53
‐
6
0
0
0

　

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　
☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

連
絡
先

問・■
■
■
保
健
福
祉
課
健
康

づ
く
り
係
（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

提
出
先

問
住
民
財
務
課
税
務
係

　

☎
79
‐
7
9
2
3
（
直
通
）

問
・
■
■
■

　

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

申
込
先

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内232）
　　　　　　 ★災害時連絡先
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

　

諏
訪
大
社
御
柱
祭
が
終
了
し
ま

し
た
。下
社
建
て
御
柱
で
大
き
な
事

故
が
発
生
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
に

は
心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
諏
訪
人
の
御
柱
に
か
け
る

思
い
に
は
格
別
な
も
の
が
あ
り
、
ど

こ
か
ら
こ
の
パ
ワ
ー
が
生
ま
れ
る
か

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
そ
の
パ
ワ
ー

が
実
に
長
い
間
、持
続
す
る
の
で
す
。

長
い
プ
ロ
セ
ス
を
上
社
に
例
を
と
れ

ば
、仮
見
立
、本
見
立
に
始
ま
り
、厳

冬
の
中
で
の
祈
願
を
経
て
抽
籤
式
で

最
高
に
盛
り
上
が
り
、
地
区
担
当
の

御
柱
が
決
ま
り
ま
す
。更
に
雪
中
奥

山
で
の
伐
採
、
衆
を
た
の
む
伝
統
技

術
の
綱
打
ち
、
メ
ド
デ
コ
や
木
や
り

の
練
習
、
数
知
れ
な
い
細
か
な
準
備

と
打
ち
合
わ
せ
。こ
の
上
な
い
一
体

感
が
醸
成
さ
れ
、
担
当
地
区
毎
の
結

束
が
高
ま
り
ま
す
。何
が
こ
う
ま
で

人
々
を
か
り
立
て
る
の
で
し
ょ
う

か
。御
柱
祭
の
も
つ
不
思
議
な
力
で

す
。そ
れ
は
神
事
と
共
に
一
大
娯
楽

で
あ
り
、
深
く
人
々
の
心
の
中
に

入
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

皆
が
仲
間
で
あ
る
こ
と
、
皆
で
一

体
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
お
の
お
の

が
精
一
杯
自
己
現
実
が
果
せ
る
こ

と
、
御
柱
祭
の
魅
力
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。で
も
屹
度
心
の
ど
こ
か
で
、こ
う

す
る
こ
と
に
限
り
な
い
至
福
の
念
を

感
じ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。皆

と
一
緒
に
一
体
と
な
っ
て
御
柱
祭
を

す
る
こ
と
、
そ
れ
は
ど
こ
か
で
幸
せ

を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、だ
か
ら

無
償
の
行
為
に
も
拘
わ
ら
ず
自
発

的
に
、
熱
中
し
て
い
け
る
の
で
し
ょ

う
。そ
し
て
こ
れ
は
日
本
の
祭
り
総

て
に
言
え
る
こ
と
な
の
で
す
。幸
せ

度
は
自
分
の
脳
が
い
か
に
評
価
す
る

か
で
決
ま
り
、
脳
科
学
か
ら
み
る
と

幸
せ
を
感
じ
る
の
に
特
別
な
豊
か
さ

な
ど
必
要
と
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

祭
り
は
政
で
す
の
で
、
神
代
の
時

代
に
お
い
て
は
幸
福
追
求
の
手
段

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。祭
り

に
よ
り
民
衆
の
気
持
ち
を
一
つ
に
し

て
進
む
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。政
教
分
離
で
は
な
く
、政
教

習
合
が
当
時
の
人
々
の
や
り
方
だ
っ

た
の
で
す
。そ
れ
は
さ
て
措
き
、
祭
り

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、地
域
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
気
持
ち
が
よ
り
増
長

さ
れ
、
隣
人
と
の
人
間
関
係
も
よ
り

強
化
さ
れ
ま
す
か
ら
、
地
域
の
絆
は

一
層
強
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。地
域
づ
く
り
の
原
動
力

が
育
ま
れ
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
御
柱
祭
の
余
勢
を
駆
っ

て
、
醸
成
さ
れ
た
地
域
の
一
体
感
を

更
に
伸
長
し
、良
い
地
域
づ
く
り
、良

い
村
づ
く
り
に
繋
げ
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。    

                      

原
村
長　

清
水　

澄

山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の

COLUMN

34
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■『土砂災害110番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

6月13日（日）～6月19日（土）

6月20日（日）～6月26日（土）

6月27日（日）～7月3日（土）

7月4日（日）～7月10日（土）

7月11日（日）～7月17日（土）

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

共栄管工㈱

㈱キタハラ

㈱有賀水道

☎79-2421

☎79-2536

☎79-5254

☎72-7418

☎72-4017

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　 午後７：００～午後９：００
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎５４-４６９９（よるきゅうきゅう）

●6月15日、6月22日、6月29日、7月6日、7月13日

　》時間：午後１：３０～
　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課　健康づくり係
　　　　　　　　　  ☎７９-７７０３（直通）

●1班　６月22日（火）、７月６日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班　６月15日（火）、６月29日（火）、７月13日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

■今月の納税等
・村県民税（普通徴収１期）
・国民健康保険税（普通徴収３期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収３期）
・有線放送施設維持費負担金（4・5・6月分）
・介護保険料（普通徴収３期）
納期限・口座振替日……６月30日（水）
■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・６月１５日  ・６月２２日  ・６月２９日  
・７月６日　  ・７月１３日  
人の動き
・人口　　7,882人  （－6）　転入12
・男　　　3,929人  （＋4）　転出16
・女　　　3,953人  （－10） 出生  5
・世帯数　2,887世帯（－1）　死亡  7

平成22年5月末現在。（　）内は先月比。

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日

毎週水曜日
各地区　指定箇所

資源物

 7月8日（木）

粗大ごみ

 8月30日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

  9月6日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 9月13日（月） 柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 6月21日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 6月26日（土）

6月20日日

期　日 医　科 薬　局
ちの泌尿器科
☎82-5000

上原ファミリー薬局
☎73-7177

6月27日日 土橋整形外科歯科医院
☎72-3226

長峰ファミリー薬局
☎71-2555

7月4日日 兵藤整形外科医院
☎82-1333

長峰ファミリー薬局
☎71-2555

7月11日日 細田眼科医院
☎71-2727

矢崎薬局
☎73-6868

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

６
月
よ
り
、村
の
特
定
健
康
診
断

　
（
集
団
検
診
）が
始
ま
り
ま
し
た
。

おうちにある味噌でかんたん！
麻婆豆腐！！

レシピ62

☆つくりかた

★材料（４人分）
絹ごし豆腐................１丁
豚挽き肉....................120g
酒...............................大さじ１
ねぎ...........................1/3本
にんにく....................１かけ
しょうが....................１かけ
トウバンジャン.........小さじ１
みそ...........................大さじ２
砂糖...........................大さじ１
酒...............................大さじ１
鶏がらスープの素 .....小さじ１
塩...............................小さじ1/5
水...............................１カップ
サラダ油....................大さじ１
片栗粉 .......................大さじ１
ごま油 .......................小さじ１

①Ａを混ぜ合わせる。
②豆腐はザルに取り出して、軽く水気をきり、２ｃｍ角に切る。
しょうが･にんにく･ねぎはみじん切りにする。
③フライパンにサラダ油を熱し、トウバンジャンを強火で軽
く炒め、ねぎ、にんにく、しょうがを加える。香りがよく
なってきたら、ひき肉と酒大さじ１を入れて、木ベラでほ
ぐしながら炒め、肉の色が変わったらＡを加える。
④煮立ってきたら豆腐を入れて中火にし、10分ほど煮る。
⑤片栗粉を水大さじ１で溶き鍋にまわし入れ、全体を大きく
混ぜてとろみをつける。最後にごま油を回し入れてひと混ぜ
し、うつわに盛る。

Ｂ Ｃ Ｇ

実施日・受付時間種　別 対象者場所
６月

７月

16日水

17日木

18日金

22日火

24日木

29日火

５日月

８日木

12日月

13日火

■焼却ごみ収集量および可燃系資源物回収量

2010年4月
4月までの累計

焼却ごみ収集量
  88,130 ㎏ 
   88,130 ㎏ 

19年度比
124.81%
124.81%

可燃系資源物回収量
   33,019 ㎏ 
   33,019 ㎏

19年度比
67.74%
 67.74%

　　

病
気
の
予
防
は
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。健
診
は
も
と
も
と
自
覚
症
状
の
な
い
人

を
対
象
に
異
常
な
箇
所
は
な
い
か
、見
当
を
つ
け
る
た
め

に
調
べ
る
基
本
的
な
検
査
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、健
康
診
断
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
を

お
持
ち
で
す
か
？

　
「
健
康
診
断
を
受
け
た
い
け
ど
、
仕
事
で
時
間
が
つ
く

れ
な
い
」「
健
康
診
断
の
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い
し
、面
倒

そ
う
」「
何
か
健
康
診
断
で
み
つ
か
っ
た
ら…

怖
い
な
」な

ど
、マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

　

健
康
診
断
は
、自
ら
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
機
会
で

あ
り
、生
活
習
慣
を
振
り
返
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま

す
。

　

健
康
診
断
は
、「
企
業
の
従
業
員
や
職
域
団
体
の
職
員

お
よ
び
家
族
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
」、「
各
市
町

村
の
住
民
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
」が
年
に
１
回

あ
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
、任
意
に
う
け
ら
れ
る
も
の
に
、医

療
機
関
が
実
施
し
て
い
る
人
間
ド
ッ
ク
や
独
自
に
詳
し

く
検
査
を
行
う
追
加
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　　

今
回
、
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
方
は

「
体
重
を
測
っ
て
み
よ
う
か
な
」、「
最
近
食
べ
過
ぎ
て
な

い
か
な
」、「
運
動
不
足
じ
ゃ
な
い
か
な
」と
振
り
返
る
時

間
を
作
っ
て
み
て
下
さ
い
。

　

ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
る
こ
と
。そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で

す
。食
事
量
・
運
動
活
動
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
機
会

に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
保
健
師　

大
和
田
美
帆
）

Ａ

精 神 保 健 相 談 会

子 宮 が ん 検 診

３ 歳 児 健 診

母 乳 学 級

乳 児 健 診

健 康 相 談

離乳食教室８・９ヶ月コース

三 種 混 合

１ 歳 半 健 診

午後１：00～午後１：10 地域福祉センター H22年２月生

午後１：30～ 地域福祉センター 希望者（要予約）

午後12：30～午後12：45 保健センター 希望者（要予約）

午後１：00～午後１：15 保健センター２階 H19年４月２日～５月31日生

午後１：30～ 保健センター２階 希望者（要予約）

午後１：00～午後１：15 保健センター２階 H21年８､11月生､H22年２月生

午後１：00～午後３：00 保健センター２階 希望者

午前９：45～午前10：00 中央公民館 H21年10、11月生

午後１：15～午後１：30 地域福祉センター ７歳半～H21年12月生

午後１：00～午後１：15 保健センター２階 H20年12月、H21年１月生

６日火

７日水

育 児 相 談

Ｂ Ｃ Ｇ

午前９：30～午前11：00 保健センター２階 希望者

午後１：00～午後１：10 地域福祉センター H22年３月生

25日金

28日月
胸部レントゲン撮影

午前９：40～午後３：10
各地区

原村に住所を有する65歳以上で
医療機関、職場等でレントゲン
撮影を受けていない方午前８：40～午後４：30

鍋をかき混ぜるときは、豆腐を崩さないように、
ゆっくりと鍋の底につけながら混ぜましょう。

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎７９-２７１６（直通）

原村診療所

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付 1：30～
　　  4：45
 診療 2：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
休診

健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦
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　１年生は御射山神社へ到着すると、さっそく川遊
びをしました。川の中を歩き回ったり、中にはカニを
見つけた児童もいました。

　５月１５日、村民の森で「村民の森づくり専門部
会」主催の『森の観察会』が行われました。
　身近な森に住む動植物を観察し、自然と人間の関
わり方を学んでもらおうと、昨年に引き続き２回目
の開催となりました。専門部会員でもあり、自然観
察インストラクターでもある山川次彦さんが講師と
なって、森の中を歩きながら、生息するさまざまな
野鳥や植物について学びました。参加者からは、「た
いへん中身の濃い観察会で、今まで参加した中で一
番多くのことを学べた」「四季に合わせるなど継続
的に開催してほしい」といった感想がありました。
村民の森づくり専門部会では、今後も村民の森内で、
間伐講習会や薪作り講習会、木工体験など計画して
います。

　５月１０日から１９日まで、春の地域安全運動が実
施され、Ａコープ原村店駐車場と役場前交差点で街
頭啓発が行われ、買い物客やドライバーに呼びかけ
ました。この運動では、新たな手口で一向に減らな
い振り込め詐欺や、昨年から多発している万引き、
また、自転車盗難が相次いでいることから地域が一
体となって、安全・安心の街づくりをしていくことを
目的として行われています。⇒

　今年度から、地産地消や米の消費拡大に力を入
れている米粉の普及活動の一環として、原小中学校
の給食に、原村産の米粉で作ったパンが提供されま
した。これまでも米粉パンは、年１、２回は給食に出
ていましたが、小麦パンに比べ単価が高いため、今
年度から村で補助をすることで、米粉パンの回数を
増やし、米粉の消費拡大につなげていこうというも
のです。今年度は、小中学校でそれぞれ２０回提供す
る予定です。
　

　原村少年スポーツ教室は、競技に親しみ、また、
技術を伸ばしながら、規則正しい集団生活を通じて
児童の健全な育成を図ることを目的に、毎年行われ
ています。小学校３年生から６年生の児童が対象で、
バレーボールとバスケットボールの２種目です。教室
はすでに始まっており、１１月まで行われます。講師
は、村内の競技愛好者が基礎から指導してくれると
のことです。

　１０月から運行する公共交通の実証運行案につい
て、住民の皆さんからご意見を伺うため、村内４か
所で懇談会が行われました。懇談会では、担当職員
から経路や時間等の説明が行われ、その後、参加者
から意見・要望等が出されました。今回の懇談会で
出た意見や要望を、１０月からの実証運行に反映さ
せていきます。また、実証運行は年度ごとに見直し、
利用者がより使いやすいよう検討していきます。

原村少年スポーツ教室開講式

原小学校で遠足

春の地域安全運動実施

公共交通あり方住民懇談会を開催

原保育所で遠足

村民の森で森の観察会

学校給食に米粉パン

　５月１４日には、原小学校で遠足が行われました。
当日は、この時期にしては気温が低く肌寒い陽気で
したが、児童たちはしっかりとした足どりで歩いて
いました。

　５月１８日、原保育所で遠足が行われ、小学校の
校庭や払沢農村広場へ出かけました。
　年少の園児達は、大きなリックサックを背負って
小学校の校庭までやって来ました。クラスごと記念
写真を撮り終わると、さっそく遊びはじめました。
校庭の土手を転がったり、たんぽぽを摘んだりとそ
れぞれ楽しんでいました。
　年中と年長の園児達は、払沢農村広場へ到着す
ると、ジャングルジムやブランコなどで遊んでいまし
た。その後、お弁当を食べ、園舎まで元気よく歩いて
帰ってきました。

　３年生は、青柳駅から電車に乗り、茅野駅を見学
後、金沢公園でお昼を食べました。この日は、宮川
小学校の児童も遠足で来ており、金沢公園は子ども
達で賑わっていました。

　４年生は、坪の端せぎやサイフォンの見学をしま
した。弓振川と交差しているサイフォンでは、上から
たんぽぽを流し、川をくぐって下に流れてくると、児
童たちは歓声を上げていました。


